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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第40号（2009年10月5日）「上海現地レポート」

民以食為天

中国上海の現地レポートを２回にわたりお届けいたします。
今回は中国の「食事情」について、ご紹介させていただきます。

「民以食為天」という古くから伝わってきた中国の諺があります。「人は食を中心として生きる」という意味で
す。この諺通りに、中国人は「食文化」を大事にしています。

世界四大料理の一つとされる中華料理ですが、中国の13億の人口を考慮すると、世界で最も食べられて

いる料理と言っても過言ではないでしょう。この中国料理の中でも代表的なのが、北京、上海、広東、四川の
四大料理です。それではそれぞれ特徴をご紹介させていただきます。

北京料理：

宮廷料理であったため、手の
込んだ繊細な、そして見栄え
を大事にする料理が多いで
す。代表的な料理としては北
京ダックがありますが、日本
ではやや高価な料理です。し
かし現地では一流店でも、一
羽なんと2,000円程度です。写真は上海にある有名な北京

ダック専門店です。
焼く前の北京ダック。

上海料理：

海沿いということもあり、海
鮮料理が多いです。上海
ガニと小籠包が世界中に
知られていますが、現地で
は小籠包は朝食として食
べることが多いのです。

写真は上海一の小籠包名店で
す。因みに、カニ味噌入りが一
番オススメです。

広東料理：

ふかひれ、ツバメの巣など高
級食材を調理している料理
です。また、飲茶（ヤムチャ）
が一種の食事スタイルとして
世界中に知られており、中華
料理の中ではさほど油っこく
ないです。

写真はふかひれ入りのワンタン
で、醤油ベースであっさりとして
いました。高級料理にも関わら
ず、一人前4,000円ぐらいです。

四川料理：

とにかく辛いです！代表と
なる料理は麻婆豆腐です。
普段日本で口にしている
麻婆豆腐より数倍以上も
辛く、辛さに弱い人にはお
薦めできませんが、大量
の汗を流しながら美味しく
いただきました。写真はニワトリの血の塊、豚の内

臓、海鮮、野菜などを入れた激辛
料理です。

中国4大料理
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スパークスのアジア地域における情報発信レポート

情報発信レポート

（編集後記）上海のレストラン街に行って平日夜7時頃に、夕食を取ろうとお店を探したところ、驚いたこと
に、すべてのお店に行列ができているのです。どのお店も混み合っているならば、一番行列が長い人気
店に並ぼうとしましたが、整理券が配られ、456番で300組程度の待ち状況。残念ですがあきらめました。

（告られタイ）

絶好調な外食産業
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中国のホテル・外食産業の年間売上

出所：中国国家統計局

ここ数年の中国のGDPの伸び率より、中国のホテ

ル・外食産業の売上高は驚異的な数字を達成していま
す。中国国家統計局が発表した数字によると直近の8
年間の売上はなんと3.5倍にもなっています。同産業が

すでにサービス業の重要な基幹産業になりつつあるこ
とが分かります。今後も急速に伸びる外食産業が消費
を牽引し、市場を豊かにし、雇用を創出し、経済発展に
大きく貢献するものと思われます。

現地の日系レストラン
先ほど中国の四大料理についてご紹介させていただき

ましたが、中国ではファーストフードも人気を呈しています。

21世紀に入ってから、マクドナルド、ケンタッキー、ピザ

ハットなど欧米食文化が中国人の日常生活に入り始め、
今日になって、中国人の胃袋を制覇する勢いで成長して
います。もちろん日系企業もこの食文化の変化は見逃し
ていません。ワタミ、吉野家、サイゼリヤなど日本外食産
業の巨人たちが中国外食産業の成長性を見込み、次々と
店舗を構えるようになりました。
吉野家ってレストラン？と疑問を持つ方がいらっしゃるか
もしれませんが、上海の吉野家を見る限り立派なレストラ
ンになっています。カウンター席が一切見当たらなく、メ
ニューの種類も日本の数倍ぐらい豊富です。

居食屋の「和民」はまだ店舗が多くありませんが、全部
上海の一等地にお店を出しています。メニューは日本と同
じ物が多く、新しい物を好む上海の若者に「日本の居酒
屋」という概念を提供しているようです。

イタリアンレストランのサイゼリヤは日本企業であること
はまだ現地の人に認識されてないようです。日本と同じく
低価格戦略を展開し、常に行列が出来て、好調ぶりがう
かがえます。

8年
間で3.5

倍の上昇
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